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そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
は
進
み
、
会
員
相
互

の
交
流
を
深
め
た
後
、
閉
会
し
た
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第
二
期
役
員
（
敬
称
略
） 

（
任
期 

平
成
二
十
六
年
六
月
～
平
成
二
十
七
年
五
月
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義
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地
域
環
境
研
究
所 

児
玉 
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熊
谷
都
市
観
察
室 

第
一
期
（
通
算
第
三
十
四
期
）
決
算
報
告
（
平
成
二
十
五
年

六
月
十
七
日
～
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
） 

 

 

第
二
期
（
通
算
第
三
十
五
期
）
予
算
報
告
（
平
成
二
十
六
年 

六
月
一
日
～
平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日
） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
井
地
域

環
境
研
究
会 

第
二
回
総
会
開
催 

   

第第第
二二二
期期期   

役役役
員員員･･ ･

予予予
算算算
案案案
議議議   

   

決決決 ＲＥ
Ｆ
第
二
回
総
会
が
七
月
五
日
（
土
）
福
井
県
繊

協
ビ
ル
で
行
わ
れ
、
約
二
十
名
の
出
席
を
得
て
、
新
役

員
・
新
予
算
な
ど
の
議
決
の
ほ
か
、
新
役
員
に
よ
る
今

期
の
活
動
報
告
が
表
明
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
加
藤
哲

男
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
各
分
科
会

報
告
を
挟
ん
で
、
川
本
義
海
幹
事
長
に
よ
る
第
一
期
（
通

算
第
三
十
四
期
）
活
動
報
告
、
田
辺
毅
総
務
幹
事
に
よ

る
新
入
会
員
紹
介
及
び
会
員
等
異
動
報
告
の
後
、
議
事

に
移
っ
た
。 

そ
の
後
議
長(

杉
本
達
也
氏)

の
進
行
の
元
、
決
算
報

告
、
予
算
案
、
役
員
改
選
、
規
約
改
定
な
ど
の
議
決
を

行
っ
た
。 

ま
た
、
次
期
の
活
動
方
針
と
し
て
新
幹
事
に
よ
る
各

活
動
へ
の
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
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第 2 期総会開催の様子 

         

2014.10.17 

第 3 号 

    News (通算 150 号) 
 

（単位：円）

Ⅰ 経常収益
１． 受取会費

正会員受取会費 72名 841,000
賛助会員受取会費 30名 90,000 931,000

２． 受取寄附金
受取寄附金　　 2,246,785 2,246,785

３． 受取助成金等
受取民間助成金 0 0

４． 事業収益
研修事業収益 115,000 115,000

５． その他収益
受取利息 306
雑収益 0 306

経常収益計 3,293,091
Ⅱ 経常費用

1 事業費
（１） 人件費 0

人件費計 0
（２） その他経費

会場使用料 29,400
旅費交通費 129,350
印刷製本費 216,300
会議費 271,631
通信運搬費 50,175
消耗品費 0
その他経費計 696,856

事業費計 696,856
2 管理費
（１） 人件費 0

人件費計 0
（２） その他経費

会議費 4,801
旅費交通費 9,840
通信運搬費 9,740
消耗品費 546
租税公課 1,200
その他経費計 26,127

管理費計 26,127
経常費用計 722,983

2,570,108
Ⅲ 経常外収益

1 固定資産売却益 0
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
1 固定資産売却損 0

経常外費用計 0
当期正味財産増減額 2,570,108
設立時正味財産額 0
次期繰越正味財産額 2,570,108

科目 金額

当期経常増減額

（単位：円）

Ⅰ 経常収益
１． 受取会費

正会員受取会費 74名 888,000
賛助会員受取会費 29名 87,000 975,000

２． 受取寄附金
受取寄附金　　 0 0

３． 受取助成金等
受取民間助成金 0 0

４． 事業収益
研修事業収益 320,000 320,000

５． その他収益
受取利息 300
雑収益 0 300

1,295,300
Ⅱ 経常費用

１． 事業費
（１） 人件費 0

人件費計 0
（２） その他経費

会場使用料 122,000
旅費交通費 444,000
印刷製本費 359,000
会議費 485,000
通信運搬費 30,000
消耗品費 5,000
その他経費計 1,445,000

事業費計 1,445,000
管理費
（１） 人件費 0

人件費計 0
（２） その他経費

会議費 50,000
旅費交通費 20,000
通信運搬費 20,000
消耗品費 10,000
その他経費計 100,000

管理費計 100,000
経常費用計 1,545,000

-249,700
Ⅲ 経常外収益

1 固定資産売却益 0
経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用
1 固定資産売却損 0

経常外費用計 0
当期正味財産増減額 -249,700
前期正味財産額 2,308,708
次期繰越正味財産額 2,059,008

当期経常増減額

経常収益計

科目 金額
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【
分
科
会
報
告
会
】 

 
総
会
に
先
立
ち
、
第
一
期
の
分
科
会
活
動
の
報
告
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
二
分
科
会
か
ら
、
「
地
方
都
市
中
心

駅
と
市
街
地
の
関
係
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」
「
台
風
被

害
と
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後
、
福
井
の
み
な
ら
ず
全
国

的
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ら

し
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。
以
下
に
簡
単
な
研
究
の
要
旨
と

議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。 

 

【
交
通
分
科
会
】 

 

発
表
者 

三
輪 

裕
一 

氏 

講
評
者 

梅
田 
祐
一 

氏 

 

「
地
方
都
市
の
中
心
駅
と 

市
街
地
の
関
係
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」 

 

明
治
５
年
の
新
橋
・
横
浜
間
の
鉄
道
開
通
以
来
、
我
が

国
の
鉄
道
は
急
速
に
整
備
が
進
み
、
明
治
２
９
年
に
福
井

駅
が
で
き
た
。
福
井
駅
の
配
置
は
、
旧
福
井
城
と
比
較
的

近
接
し
当
時
の
市
街
地
と
郊
外
地
の
境
界
部
分
の
場
所
が

選
ば
れ
た
。
し
か
し
、
駅
の
立
地
場
所
は
各
都
市
で
様
々

で
あ
り
、
そ
れ
が
各
都
市
の
そ
の
後
の
都
市
形
成
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
る
。
第
３
４
期
交
通
分
科
会

で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
分
析
対
象
地
域
を
増
や
し
、

現
地
調
査
お
よ
び
資
料
・
文
献
調
査
か
ら
、
①
駅
設
置
時

に
お
け
る
市
街
地
の
状
況
の
把
握
、
②
拡
大
し
た
現
在
の

駅
と
市
街
地
の
関
係
の
把
握
を
行
い
、
③
上
記
の
①
、
②

で
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
対
象
地
域
の
類
型
化
を
行
い
駅

と
市
街
地
の
新
し
い
方
向
性
を
提
案
し
た
。 

第
３
３
期
に
続
き
５
回
の
分
科
会
を
開
催
し
、
９
箇
所

の
現
地
調
査
を
行
い
、
①
駅
の
設
置
時
期
、
②
既
存
す
る

城
の
有
無
、
③
戦
災
を
経
験
し
て
い
る
か
否
か
、
④
人
口

や
⑤
面
積
、
⑥
駅
と
市
街
地
と
の
関
係
の
変
化
、
⑦
市
街

地
の
変
遷
を
図
示
し
、
一
覧
表
に
整
理
を
行
っ
た
。
今
後
、

調
査
し
た
各
都
市
の
傾
向
や
要
因
を
整
理
し
、
人
工
減
少
、

超
高
齢
化
に
よ
り
収
縮
過
程
に
入
る
都
市
の
構
造
、
都
市

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
予
定
で
あ
る
。 

   

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
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福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左

記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
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☆
入
会
の
お
し
ら
せ
☆
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敬
称
略
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【
地
象
分
科
会
】 

 

発
表
者 

小
林 

孝
彰 

氏 

講
評
者 

福 
 

秀
則 

氏 

 

「
台
風
被
害
と
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」 

  

日
本
は
、
昔
か
ら
多
く
の
台
風
被
害
を
受
け
て
き
た
。

台
風
被
害
は
大
き
く
分
け
て
、
暴
風
、
大
雨
、
高
潮
、
波

浪
に
よ
る
被
害
が
上
げ
ら
れ
る
。
大
雨
は
浸
水
被
害
の
ほ

か
土
砂
災
害
も
引
き
起
こ
す
。
台
風
に
対
す
る
防
災
を
考

え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
地
理
的
特
徴
を
捉
え
る
こ
と

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
福
井
県
で
起
こ
っ
た
台
風

被
害
と
し
て
平
成
２
５
年
の
台
風
１
８
号
に
着
目
し
、
そ

の
被
害
状
況
を
、
台
風
の
特
徴
と
、
被
災
地
域
の
地
域
条

件
を
整
理
し
、
現
地
調
査
や
公
共
の
防
災
シ
ス
テ
ム
を
踏

ま
え
防
災
、
減
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

台
風
１
８
号
に
よ
り
嶺
南
地
方
で
、
浸
水
被
害
、
山
地

部
の
斜
面
崩
壊
お
よ
び
土
石
流
災
害
な
ど
が
確
認
さ
れ

た
。
嶺
南
地
方
は
リ
ア
ス
式
海
岸
か
ら
な
る
た
め
、
道
路

災
害
発
生
時
の
社
会
的
影
響
が
大
き
く
な
り
や
す
い
傾
向

あ
っ
た
。
特
別
警
報
に
つ
い
て
は
発
表
方
法
や
時
期
に
つ

い
て
の
更
な
る
見
直
し
が
必
要
だ
と
い
う
問
題
が
発
生
さ

れ
た
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
有
用
性
が
確
認
さ
れ
た
。
情
報
の
徹
底
と
個
人
の
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
課
題
と
考
え
る
。
今
後
は
既
存
シ

ス
テ
ム
の
有
用
性
、
周
知
方
法
な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。 

発表を行う三輪氏 

発表を行う小林氏 

H26.9
正会員 75
賛助会員 29

計 104


